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豆幼児視力検査時0・5以下を示したものについての検討

研究第3部高橋悦二郎・羽室俊子。島栄子

　　　　　増田紀久子・加藤恵子

1　緒　　言

　愛育病院保健指導部では幼児視力検査を，4。5・6

歳児に施行しているが，その際視力0，5以下を示したも

のについて，母親の妊娠中の異常，分娩時の異常，新生

児期の異常，串生時体重，在胎週数，4ヵ月時の栄養方

法，発達指数，テレビの視聴時間との関係，両親の視力

との開係，その後の経過並びに事後処置等についてしら

べた。

皿　研究方法並ぴに結果

　幼児視力ωの報告で述べたものと同一対象の中，視力

0，5以下を示したものについて調べた。

　即ち昭和45年10月1日から49年9月迄1053人中，視力

0，5以下を示したものは161人，15．3％にみられた。なお

1053人中，S．F．D．児，未熟児は総数80人，その中視力

0．5以下のもの16人，20，0％で，S．F．D，児， 未熟兇に

視力の弱いものがやや多いようであった、

　第4表に新生児期の異常を示すが，視力O．5以下群に

裡攣と黄但がやや多いようであった。

第2表妊娠中異常
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　母親の妊娠中の異常については，第2表に示すが，視

力0，5以下群に於いては視力普通児に比ぺ，異常の有る

ものがやや多く，殊に貧血は優位差をもって多くみられ

た。

分娩時の異常については，第3表に示すが，視力0．5

以下群と，昭和47年，48年に愛育病院で分娩された1844

例の記録を比較すると，殆ど差は認められない。
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高橋（悦）他：幼児の視力について

　視力0．5以下の児の出生時体重ヂ在胎遇数ジ』・41カ月の

時の栄養法を第5表に示す。出生騰俸重巧OP　g以下gも

醜噺すると，平均駐32・6事・好＄165 9、 鶴
週数は40遍1日であっな。一

　　　　　第5表、視．カ0．5以下
　　出生時体重（平均）・在胎週数（平均〉・栄養法
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愛育病院保鯉指導部では・3歳児緯診の際愛責研究
所式乳幼児発達検葦～或は鈴木ビネー弍等の方法を吊い

て，知能検奄（尭達検査）を行っているが，視力0。5以

下の児の3歳の時のD．Q』ほ第6裟に示す通りである。

この結果は視力普通児100名の3歳の時の平均D，Q．116

にくちべ，やや低いようであった。・

　　第6衷　視力0．5以下児のD．Q．（3歳児）
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　なお最高の140以上を示したもめは3名，80以下を示

したもの3名胤鮨のD・Q・64を示頃女犀は・出生

時体重36209 （妊娠中豫（＋））アブガ苧ス当ア37点，そ

轍再踏の1勉不樽ややよくなっているが・寧。「
derli血e程度そ励 ，、勧も， 4，，5，6歳 を、通レ⑩4～

0．5と横這い状態を示した5

　一日のテレビ視聴時間を4歳児で視力0，5以下を示し

たものと， 視力普通児と比較してみた。第7表にその結

果を示すが一日平均でみると，視力0．5以下群2時間37分

視力普通群1時間59分で，やや視力0．5以下群の方が畏時

間みているようであった。然し視力0，5以下群の中に，

家庭にテレビを置かず視聴時間0、と粋うものも南っ存。
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　　　　　第8表　両親㊨視力との関係
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視力・、5以下蛎したものの翻を禍と・卸戴

びに痴図に見ら悩如く，轍の時・15 邸画舜
ものは，その平均視力をみると・男女とむ『麟磁セこ

なるにつ礼正常視力嬬近づき上号曲線を示す？ （白0％

は上昇し，10％が下降曲線を示レた。）5歳の時g・5以下

　　　　　　　　　　　ノであったものの平均視力は，』 第1図の様にV字型琶孝し

6歳では大部分が正常視力を示した。6歳の時0，5以下

を示したものは，例数が僅か11名で少なく・はっきり云

　　　　　　　　　　　　　　　　　　へえ魁｝哲悪均堪力登塾う・≧・4働』勉鑛ヒ＿鐘皆タ

うにっれ，やや下降曲線を示した。　　　　ゴ：’iゆ

　視カスクリーニソグテメトで0．5以下を示したものは

3カ月乃至5象層後1こ再塗葦し，上昇を示す樺融時は経

過を観察し，4歳児セ2向以1Lα5以下を示すもの，・5

歳， 6歳で2回目の検査でタ夫々0．7，0．8以下を示す

ものは，眼科受診をすすめたみこの検査の時点に於いて

腺鏡使用ぼ士51名中僅か 3名であった。（第10表）。’
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皿　考按並ぴに結論

4才代 5牙代 6才代

　発達期の幼児観力は，どの程度以下を異常とするか。

殊に3歳，4歳幼若年齢宅は，視力は正常であっても検

査にうまくのれない箏もあり，その時の気分等も影響し

て，低い値レか得られない礁もある。

　湖崎は裸ヵスクリーニソグテストに於いて4歳で0．5

以下，5歳で0．7以下，6歳では018以下を示すものは，

精密検査をすすめるべきと述べているが，今回は4歳，

5歳，6歳児とも，0。5以下を示したものについて検討し

た◇

　幼児視力検査で0．5以下を示したものの中には，その

母親が妊娠中貧血を示したものが多く，新生児顛に痙攣

黄痘が強くみられたものに多い傾向があった。Dr・Cre・

merは，妊娠中の低栄養は幼児の視力に悪影響を及ぽす

と云っているが，妊娠中の貧血も或は問題になるかと考

えさせられる。

　出生的体璽在胎週数隻4カ月時の挙養法，3輝の時

点に於ける発達指数，一日テレビ視聴時間，両親め視力

との関係に於いては，視力0．5以下群と，視力普通群と

の間に，余り差は認められなかった。

　又・4歳で始めての視力検査で低く出ても5歳，6歳

と，成長するにつれ，大部分のものが正常視力となって

いた。

第10表視力軌5以下の児に対する処置

14歳 5歳 計

N　　　％
視力0．5以下

の　例数
110 30 11

151　100．0

眼科受診 工0 9 0 19　　12．6

眼鏡使用 　3 0 0 3　　　2、0

経過観察
63 16 3 82　　54。3

不 　明
34 5 8 47　　31．1
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